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 2 月 28 日午後 7時から小説「塩狩峠」のモデル

となった故長野政雄さんを偲ぶ会が、塩狩温泉観光

ホテルと旭川 6 条教会壮年部との共催で、友の会、

文学館、読書会の協力を得て開催されました。 

 殉職顕彰碑の前には 90 名の参加者がつどい、

400個のアイスキャンドルに包まれた中、礼拝を行

い、賛美歌を皆で歌いました。 

 また、会場を移して塩狩峠記念館多目的ホールで

は、交流会が行われ、中西清治さん、中島啓幸さん、

三浦光世さんのお話を聞き、長野政雄さんの生様と

三浦綾子さんへの思いなどを語り合いました。 

 塩狩温泉では「従業員の提案で始まったこの集い

については、温泉が実施するのは今年が最後になる

と思いますが、今後 6 条教会のお世話で継続してほ

しい」と、これまでの 16 年間を振帰り、参加者に

お汁粉を振舞っていました。入江さんありがとうご

ざいました。そしてご苦労様でした。      
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友の会会報第１３号 

平成 18 年 3 月発行 

 

三 浦 光 世  筆 

３
大
交
流
事
が
終
わ
る 

本
年
度
の
友
の
会
が
計
画
し
た
３
つ
の

事
業
が
終
了
し
、
多
く
の
三
浦
フ
ア
ン
が

塩
狩
峠
記
念
館
を
訪
れ
ま
し
た
の
で
報
告

い
た
し
ま
す
。 

 

大
人
の
紙
芝
居 

七
月
十
五
日
午
後
六
時
半
よ
り
、
塩
狩

峠
記
念
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
三

浦
綾
子
さ
ん
の
作
品
を
紙
芝
居
に
し
た
２

作
品
（
道
あ
り
き
・
ま
っ
か
な
ま
っ
か
な

木
）
を
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
お
だ
ま
き
会
」
の
藤
木

紀
子
さ
ん
村
椿
洋
子
さ
ん
の
お
二
人
に
読

み
聞
か
せ
方
式
で
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。 紙

芝
居
の
後
は
、「
お
だ
ま
き
会
」
の
活

動
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

主
な
活
動
は
文
学
館
図
書
コ
ー
ナ
ー
の

整
理
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
更
に
喫
茶
店
と

記
念
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
を
八
十
余
名
の

会
員
が
交
代
制
で
行
っ
て
い
る
様
子
で
し

た
。 ま

た
、
友
の
会
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
活
動
の
違
い
や
心
構
え
、
成
果
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
参
加
し
た
十
七
名

は
有
意
義
な
交
流
が
で
き
ま
し
た
。 

中
西
清
治
講
演
会 

 

九
月
九
日
午
後
六
時
半
か
ら
「
塩
狩

峠
」
を
基
督
教
団
月
刊
誌
に
昭
和
四
十

一
年
よ
り
連
載
し
た
折
に
、
挿
絵
を
担

当
し
た
教
会
員
、
中
西
清
治
氏
を
招
き

当
時
の
思
い
出
や
綾
子
さ
ん
か
ら
学

ん
だ
事
柄
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

綾
子
さ
ん
と
の
出
会
い
、
三
浦
文
学

で
は
御
主
人
と
最
初
の
口
述
筆
記
で

で
き
た
作
品
で
あ
る
こ
と
。
挿
絵
の
依

頼
を
受
け
て
電
話
で
の
や
り
取
り
だ

け
で
挿
絵
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
な
ど

の
お
話
し
を
聴
い
た
あ
と
、
当
時
の
挿

絵
や
三
浦
作
品
に
装
丁
し
た
表
紙
絵

の
原
画
な
ど
を
展
示
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
貴
重
な
体
験
談
と
原
画

を
観
な
が
ら
質
問
を
す
る
な
ど
、
小
説

に
は
な
い
挿
絵
秘
話
を
心
の
中
に
刻

ん
で
お
り
ま
し
た
。

 

 

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

八
月
五
日
午
後
六
時
半
よ
り
、
塩
狩
峠

記
念
館
に
お
い
て
「
横
田
朱
乎
リ
コ
ー
ダ

ー
リ
サ
イ
タ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

横
田
朱
乎
さ
ん
は
、
楽
団
モ
ダ
ン
バ
ロ

ッ
ク
を
ト
リ
オ
で
結
成
し
、
全
国
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
て
リ
コ
ー
ダ
ー
の
魅
力

を
広
め
て
い
ま
す
。 

 

当
日
は
、
数
種
類
の
リ
コ
ー
ダ
ー
と
電

子
ピ
ア
ノ
、
カ
ジ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
電
子

ド
ラ
ム
で
、
愛
の
う
ぐ
い
す
、
ア
ベ
マ
リ

ア
メ
ド
レ
ー
な
ど
、
十
数
曲
演
奏
し
て
い

た
だ
き
、
参
加
し
た
六
十
五
名
は
、
普
段

聴
く
こ
と
の
で
き
な
い
リ
コ
ー
ダ
ー
の
音

色
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
コ
ー
ラ
ス
に

れ
に
よ
る
企
画
や
準
備
な
ど
の
ご
協
力
も

あ
っ
て
、
楽
し
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。 

Ｐ
Ｒ
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成 

 

 

友
の
会
会
員
で
写
真
家
の
宮
崎
恒

子
さ
ん
（
旭
川
市
在
住
）
が
記
念
館
の

二
〇
〇
六
年
版
Ｐ
Ｒ
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
成
し
ま
し
た
。
Ａ
２
サ
イ
ズ
で
４
月

か
ら
始
ま
る
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
。 

 

宮
崎
さ
ん
の
ご
好
意
で
、
先
着
２
５

０
名
に
無
料
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
産
業
振
興
課
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
成
三
年
三
月
頃
、
初
め
て
三
浦
綾
子
さ
ん
に

お
会
い
し
ま
し
た
。
秋
の
町
民
文
化
祭
に
向
け
た

郷
土
資
料
館
特
別
展
の
打
合
せ
で
し
た
。 

本
町
に
塩
狩
峠
が
あ
り
、
こ
こ
を
舞
台
に
し
た

小
説
が
あ
る
。
本
町
に
も
文
学
的
な
一
面
が
あ
る

こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
時
で
あ
り
ま
し
た
。

秘
書
の
八
柳
さ
ん
を
通
し
て
、
資
料
借
用
の
件

で
三
浦
宅
に
お
伺
い
し
、
当
時
の
著
書
の
全
て
を

集
め
て
、
関
連
す
る
資
料
も
展
示
す
る
目
的
で
し

た
が
、
残
り
の
数
冊
の
著
書
が
ど
う
し
て
も
集
ま

ら
ず
困
っ
て
い
る
と
、
八
柳
秘
書
が
「
私
の
私
物

で
よ
け
れ
ば
」
と
貸
し
て
い
た
だ
き
、
展
示
に
間

に
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
が
き
っ
か
け
で
Ｊ
Ｒ
が
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
っ

た
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
し
た
り
、
い
み
じ
く
も
十

月
に
総
合
体
育
館
に
お
い
て
、
国
道
四
十
号
塩
狩

峠
の
開
通
式
典
が
あ
り
、
ミ
ニ
展
示
を
行
う
な

ど
、
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

縁
が
あ
っ
て
、
昨
年
よ
り
記
念
館
の
担
当
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
友
の
会
の
事
務
局
と
し
て
、
草

刈
の
実
施
や
交
流
事
業
等
の
企
画
、
実
施
な
ど
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
記
念
館
に
は
当
時
の
資
料

も
展
示
さ
れ
て
お
り
、
な
つ
か
し
さ
と
共
に
親
し

み
が
湧
い
て
お
り
ま
す
。 

記
念
館
は
Ｊ
Ｒ
塩
狩
駅
と
塩
狩
温
泉
観
光
ホ

テ
ル
に
挟
ま
れ
る
旧
国
道
傍
の
小
高
い
丘
の
上

に
あ
っ
て
、
静
寂
で
小
さ
な
林
を
抜
け
る
と
、
赤

い
文
化
屋
根
に
白
い
壁
、
昭
和
三
十
年
代
の
民
家

を
思
い
出
さ
せ
る
建
物
で
す
。 

年
々
、
来
館
者
が
減
っ
て
お
り
ま
す
が
、
和
寒

の
塩
狩
に
あ
る
べ
き
施
設
と
し
て
、
今
後
も
三
浦

文
学
の
聖
地
と
し
て
、
多
く
の
人
々
に
安
ら
ぎ
と

夢
を
与
え
る
記
念
館
の
運
営
が
で
き
る
よ
う
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

事
務
局
員 

Ｂ
作 

友の会リレートーク 峠の呟き 

 

記念館ノートから⑨

塩狩峠記念館に設置している《来館者ノー

ト》には多くの方から感想が寄せられていま

す。今回はその中からほんの一部ですが、７

月～１１月に記載された分をご紹介いたし

ます。 

２００５．７．１０（日） 

三浦先生の無心とか人間にもつ罪について、本を

読む度に深い感動を覚えます。 

今日、ここへ来て本当に良かったと思います。 

私は今、ひとりの男性を心から愛しています。幾

分かの恋愛をした中で、多分最後の恋愛でしょう。

京都から北海道まで、月に一度２泊3日にて、こ

の愛を育んでいます。一時は破局になりかけた私た

ち、2週間ほど泣き続けたこともありました。 

そんな中、彼は突然帰って来てくれました。そし

て4月から毎月こうして彼のもとへ来ています。 

『無心』限りなく聡明な気持ちです。 

（京都市 H）  

 ２００５．１０．１０（月） 

 「三浦綾子に出会う旅」と勝手に称して汽車に乗

り、稚内からやってきました。 

 昨日は、旭川の文学館を訪れ、展示物を見学し、

書籍も数冊手にとって表紙をながめたり、初めの部

分を読んだりしました。 

 今日は、この塩狩峠記念館に来ることをとても楽

しみにしていました。三浦ご夫妻が当時暮らしてい

た様子を知ることができ、感激しております。 

 一階の部屋にあった、教科書に墨が塗られていた

のが印象的でした。敗戦後、どんなつらい気持ちで

黒く塗りつぶさなければならなかったと思うと、何

だか悲しくなりました。しかし、このような辛い体

験や闘病生活を送りながらも、人を信じること、愛

することを大切に生きられた三浦綾子さんをとても

尊敬します。 

             （稚内市 Ｙ） 

２００５．７．１６（土）    

名寄で用事を済ませ帰途に寄りました。大学進学

のために、本州にある故郷を離れて旭川で得た財産

のひとつが三浦先生の本との出合いでした。 

大学生活も今年で終わり、来年からは医師として

北海道のどこかで働いていると思います。 

「塩狩峠」の主人公のように使命を果たして全身

全霊で患者を診る。そんな医者になりたい。 

（旭川市 Y） 

 ２００５．６．２８（火） 

 たまたま、車を運転中に看板を見つけて入館

させていただきました。 
 三浦綾子さんの作品を多く読ませていただい

ていたので、思いがけない塩狩峠記念館の訪問

は良い思い出となりました。 
 ありがとう。      （広島県 H） 

  

 ３月３１日午後より友の会による冬囲い外しや委

託業者による清掃が行われ、平成１８年度は、４月

１日（土）午前１０時より開館となります。今年か

ら有料化（大人200円小人100円）となりますの

で、入場者へのサービスや交流事業を充実させて、

ひとりでも多くの方々にご来館いただける様に企画

したいと思いますのでご理解ください。 

 ２００５．７．２８（木） 

 随分昔になりますが、「塩狩峠」を読んで涙し、

私の心に残る一冊となりました。数年後に再度

読み返し再び感動の涙。 

今日、偶然に記念館を発見し寄ってみました。

私も三浦さん同様に長い間闘病苦に悩まされて

いましたので、今元気で働けることに感謝です。

感動で涙した塩狩峠の場所に来れてまた感謝で

す。          （札幌市 Ｓ） 


